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６月４日（土）　泉州ＫＵＭＡＴＯＲＩＲ.Ｃ.　松田　洪毅 / ６月１０日（金）和歌山中Ｒ.Ｃ.　松田　洪毅
６月１３日（月）和歌山北Ｒ.Ｃ.　山東　勝彦、松田　洪毅、真野　賢司
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「地域を育み 大陸をつなぐ」

「地域に広げよう、友情の輪」
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会 長 報 告 � 　野上　泰造 会長

皆様、こんにちは。会長報告を申し上げます。
橋本ＲＣの石脇様、和歌山城南ＲＣの大久保様、ようこそお出で下さいました。ごゆっくりと楽しんで

下さい。
さて、福島の原発事故は、なかなか改善の気配が伺えませんが、和歌山では例年のように田植え
が真っ盛りです。そして苗の天敵であるジャンボタニシもどっさりと生存し、活動しています。

学名を（スクミリンゴガイ）と言い、南アメリカのラプラタ川流域が原産です。フランス料理の食材として、１９８１年
に台湾を経由して長崎と和歌山に持ち込まれました。しかし、あまり美味くないので需要が無く、養殖業を廃業し水路
に放流してしまったため、今日の状況に至っています。タニシは１年に約８０００個のイチゴのような卵を産み、１０日程
で大人になります。寒さに弱いため関東以北にはいません。よって１２月から２月の寒い時に２～３回耕せば死んでしま
いますが、繁殖力が大変大きいので全滅させることは不可能です。食べる時は必ず充分に火を通して下さい。決して
生では食べないで下さい。

幹 事 報 告 � 古屋　光英 幹事

・楠パストガバナーより、Ｉ.Ｍ.の記録誌のお礼状が来ています。…回覧します。
・こばと学園だよりが来ています。…回覧します。
・前回の例会に訪問された川崎南Ｒ.Ｃ.の西崎様よりバナーをお送り頂いております。…回覧します。
・ ガバナーマウンスリー６月号に松田ガバナー補佐の「Ｉ.Ｍ. ３組ガバナー補佐としての任期を振り返っ
て」という記事が掲載されております。 
ガバナー補佐に発表して頂くところですが時間の都合で回覧します。
・次週例会終了後新旧合同クラブ協議会を開催します。クラブ協議会終了後理事・役員会を開催します。

●卓話「若手弁護士の独り言」
 当クラブ会員　後　亮さん

●お誕生日お祝い
山本　進三さん　６月５日　　野上　泰造さん　６月１４日

●ピアノ演奏� 中井　利枝さん
追憶（Ｍ．Ｈａｍｌｉｓｃｈ）
恋はみずいろ（Ａ．Ｒｏｐｐ）

本日の例会 � 6月16日（木）

●ご長寿お祝い例会
次回の例会 �6月23日（木）Ｐ．Ｍ 6：30〜 於 グランヴィア和歌山６Ｆ

●卓話「都市農業の再生に向けて」
 ＪＡわかやま組合長　川口　順弘さん

●ロータリーソング� 黒田　純一 ソング委員長
「奉仕の理想」

●ビジター紹介� 赤井　雅哉 親睦委員長
橋本Ｒ．Ｃ．　石脇　正雄さん
和歌山城南Ｒ．Ｃ．　大久保浩美さん

●出席報告� 真野　賢司 出席副委員長
会員数  ４９名（内出席規定適用免除会員１１名）
6月  9日（本　日） ３７名 ８６％
5月26日（メーキャップ後） ３９名 ９０．７％

前回の例会 6月9日（木）
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ク ラ ブ 名 日　　時 内　　容
和歌山城南Ｒ．Ｃ． 6月16日（木） 休会
和歌山南Ｒ．Ｃ． 6月17日（金） 例会変更
和歌山中Ｒ．Ｃ． 6月17日（金） クラブフォーラム
和歌山北Ｒ．Ｃ． 6月20日（月） 例会変更
和歌山アゼリアＲ．Ｃ． 6月20日（月） クラブフォーラム
和歌山Ｒ．Ｃ． 6月21日（火） ２０１１－２０１２年度委員会別フォーラム
和歌山サンライズＲ．Ｃ． 6月21日（火） 　
和歌山西Ｒ．Ｃ． 6月22日（水） 「一年を振り返って」 乾　昌彰会長　主井　知子幹事
和歌山東南Ｒ．Ｃ． 6月22日（水） 年間活動広告②

委員会報告

社会奉仕委員会� 上中　崇司 委員長

情報規定委員会� 岡野　年秀 委員長

本日例会終了後に、和光院に慰問に行きますので、どうか御参加いただける方は宜しくお願いい
たします。

今期最後のＩＤＭのご案内のＦＡＸをさせて頂いています。班編成を４班にし、次年度の会長幹事さ
んにどの班にも出席していただく事になり、次年度の親睦活動等のクラブ活動の助言をして頂きたい
と思います。

内畑　瑛造さん  家内にきれいな花をお送り頂き有難うござ
いました。又うれしい出来事が有りました。

野井　　晋さん  赤井さん楽しい企画の家族会をありがとう
ございました。

村田　昌之さん 家内にお花のお礼。
田原　久一さん  親睦旅行にはお世話になりました。楽し

かったです。
松田　洪毅さん  家内に誕生日のお祝いのお花を頂きまし

た。感謝致します。
谷口　文利さん 川口様本日は宜しくお願いします。
谷口　文利さん  家内にお花を頂きました。ありがとうござ

います。
宮本　和佳さん 川口様、本日の卓話楽しみにしています。
岸裏　廣澄さん  家内にきれいな花をありがとうございました。
樫畑　友洋さん  ポール・ハリス・フェローの表彰ありがとう

ございます。
赤井　雅哉さん  つたない親睦旅行におつきあいありがとう

ございました。
野上　泰造さん 川口様卓話よろしくお願いします。

古屋　光英さん  家内の誕生日にお花を頂きありがとうござ
いました。

山本　進三さん  マルチプル・ポール・ハリス・フェロー、米
山功労者同時の表彰ありがとうございます。

阪神タイガース応援団一同

中山　恒夫さん １５年皆出席表彰
玉置　博康さん １年皆出席表彰

ありがとうございました

本日の累計  ８３，３５０円（計１５名　１７件）（お誕生日お祝い　６５０，０００円　　皆出席表彰　１７５，０００円　　その他　２，３３８，３８１円）  累計額  ３，１６３，３８１円

ニコニコ箱

おめでとうございます！
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卓　話

皆様はＪＡについて既に知っておられ
ることと思いますが、本来どういった組
織なのかより深くご理解いただくために、
日頃感じていることなどを織り交ぜなが
らお話します。

※ＪＡグループの組織概要の説明。
組織の規模等理解頂くため、先般の東北大震災に

おいて５月末で建更（建物更正共済）の被害報告棟数
３１０，７９６棟、共済金支払要件該当棟数１９３，８２１棟、そ
れに対し支払完了が９４，７５８棟２，２１１億円。生命共済は
現在全体の１０％強である７０８件１１０億円となっている。
ＪＡ共済の支払担保力は、異常危険準備金、共済契約
特別準備金で３兆円の備えがあり、全く懸念はありません。
全生保の支払予想は１，９００億円、簡保７００億円、ＪＡ共
済８００～１，０００億とされています。
ＪＡとは、Ｊａｐａｎ Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｖｅｓの略であり、
都市化、混住化など時代の変化に対応しながら農業の
生産力を高め、農業所得を向上させること、協同活動を
通し豊かに暮らし自分たちの地域を良くしたいという人々
の気持に対して積極的に関わり、貢献することを宣言し
た農協の証である。
私共ＪＡの理念は、相互扶助のもと農林水産業をしっ

かり支え、農業を通して地域社会に貢献することである。
だが、戦後６０有余年が経過し、経済が発達する過程で
より良い暮らしを他の産業に求めたことで、離農、農地
の乱開発が進み、農業は衰退の一途を辿ってきた。戦
後の都市計画は大都市を中心に産業と人、情報を集中
させ、結果として和歌山市も含め中核都市以上の都市は
ギスギスした住みにくい街になってしまったと感じる。
そんな反省からか現在、都市農業の存在と農業への
評価が都市に暮らす人、地域や自治体、国交省におい
ても、少しずつ変わり、都市と農村の調和ある発展が模
索されていると考える。
ご承知だとも思うが、昨年農地法が改正された。
①優良農地を守るため、農地転用の規制を厳格にする。
② 貸借による一般企業の農業参入が出来ることになった。
③農業の担い手への農地への集積を図る。

ということであり、殊にこれまで所有と利用が一体化され
ていたのが分離でき、多様な担い手を育成することで活
性化を図ろうとするもので、新成長戦略で農業が成長産
業に位置づけられたこともそうであるし、６次産業化法の

制定もその一つかと考える。
また、食料・農業・農村基本計画で、政府は「国民に
対する国家の最も基本的な責務として、食料の安定供給
を将来に亙って確保しなければならない」と表明し、食
料自給率４０％を２０２０年までに５０％にするという数値目
標を掲げた。その代表的な施策は戸別所得補償制度で、
制度の創設で総ての農業者が農業を継続できる環境を
整備するということである。
近年の穀物相場は世界的に上昇し、ＦＡＯ（国連食糧

農業機関）の直近の報告では４月の世界の主要食料価
格指数は前年比３６％増の２３２（２００２～２００４年を１００）
で、穀物価格が史上最高水準となっている。
高騰の原因は途上国の経済成長に伴う需要の拡大、

ロシアの小麦輸出禁止による世界的な供給不安（近くウク
ライナ、ロシアは輸出再開予定）、石油代替エネルギー
への転換、世界的金融緩和による投機資金が穀物市場
へ流れ込んだことが挙げられる。
日本は現在、３００万ｔの穀物を輸入する食糧輸入大国
だが、将来も海外から幾らでも輸入し続けられる保証はど
こにもない、むしろ中長期的にはより不安定化している。
チュニジアに始まった中東の市民革命も、元はと言えば
若者の雇用、食料の高騰が要因であったし、一昨年の
アジアの米輸出禁止もロシアの小麦禁輸もそのことを示唆
している。いわゆる津波の備えと同じで、１００年後に起
こるか起こらないのに防波堤や水門に莫大な投資を何故
しなければならないのかの議論と相通ずると思うが、どう
でしょうか？
また、日本や韓国の商社や企業がオーストラリアやア
フリカで土地を所有し、本国との価格差を利用し農産物
を輸入しているが、栽培地の国内事情で輸出が禁止とな
れば、例え日本人が土地を所有し生産したものであって
も持ち込めなくなるのは明らかである。
食糧の安全保障を考えると、ある程度コストを度外視

しても自給率の向上は必要だし、日本の人口が減少し需
要も減少するとなれば、農業従事者は減少しても市場原
理に沿った農業所得の維持、経営規模拡大はやむを得
ない事かも知れない。農政は補助金制度から直接補償
制度へと一大転換し新たな農政への期待も大変大きかっ
たが、これからと期待した矢先、突如として平成の開国、
ＴＰＰへの参加検討となった。
日本は貿易立国であり、自由貿易は何ら否定しない

が、日本の高度な工業製品を受け入れる国々、農産物
を戦略的輸出品とする国からすれば、見返りは農産物を
１００％自由化するしか方向はない。食料自給率を５０％
にする。１反当り１５，０００円の所得補償制度を導入した。
反当り２０，０００円を支出するので担い手に農地を集積し
てくれ。安全・安心な日本の農産物は輸出すれば良い
等々。この様な事で我が国の農業は生き残れず、土と一
体となった農業は、崩壊は簡単でも元には戻れない訳で、
事前の万全の備えが必要ではないだろうか。
幸いと言うか、今月予定していたＴＰＰ交渉参加是非
への判断は震災で先送りされた。しかし、拙速な判断は
何としても避けるべきだと思う。
ＪＡが今出来ることは何かと思案すると、残された農地
を持続活用することこそが喫緊の対策だと考え、昨年７
月農業生産法人ＪＡファームわかやまを県下で初めて立ち
上げた。平成２２年は緒についたところだが、利用権数
設定は１.８ｈａ、作業受託０.４８ｈａあり（平成２３年５ｈａ以上
を計画）、遊休農地の再生、優良農地の保全と担い手不
足、老齢化等で耕作放棄せざるを得ない農家から歓迎さ
れている。

昨年は県の農商工連携事業６次産業化第１号に認定さ
れたジンジャーエールが、発売から１１ヶ月で販売１００万
本に達することができた。発売１年前から開発を進め、
本物のジンジャーエールを作り他社と差別化すれば売れ
ると思い、開発促進した。ハイボールなどのＰＲもヒント
になり、生姜ブームも後押しとなった。さらにいかにパブ
リシティで周知してもらうかにも工夫した。そしてデザイ
ンにも意匠を凝らし、特にポスター、６本入り手提げ箱
は中でも若い女性の評価が高く人気である。ジンジャー
エールの影響で生姜の販売価格も高止まりし、本来の目
的である市内産農産物の拡興による農家所得の向上にも
繋がったと自負している。
農業の再生を目指すことは、口では容易いが、現実

は至難である。しかし、ＪＡがどこまで出来るかは、ＪＡの
経営自体が磐石かどうかにかかっており、補助にすがる
他力本願では何も出来ない。それでは組合員のＪＡへの
期待も、農業への愛着心も遠ざかるばかりだということを
常に念頭に置き、経営に専念したいと念じているところ
である。

都市農業の再生に向けて� ＪＡわかやま組合長　川口　順弘さん

米山記念奨学会より表彰

和光院慰問 ２０１１．
　６．９（木）

ロータリー財団より表彰
米山功労者　山本　進三さん（2回目）

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー� 山本　進三さん（3回目）

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー� 中山　恒夫さん（2回目）

ポール・ハリス・フェロー� 樫畑　友洋さん

出席者（敬称略）
赤井　雅哉　乾　敦雄　上中　崇司　岸裏　廣澄
田原　久一　野井　晋　野上　泰造　古屋　光英


